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（1）問  題  






















Ⅱ．象 徴 化   
象徴の重要な機能は，別々のものに橋を架けてつなぐことであり，象徴は多義性を学んでいる。  
－500－   






































－501－   




（2）目  的  
言葉を受けとる時に人が感じていることについて，言葉を「理解」することと，言葉から喚起  
された身体感覚を「体感」すること，およびそれらに対するメタ認知という視点から検証する。  
（3）方  法  

























ー502－   
大谷：ことばの理解と身体感覚  
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＊  5  ％  
＊＊   1 タ‘  
凍＊＊   0．1タ石  
＊＊＊＊  0．01％  
同M 遠S 近S  
図2 自分の感覚が分かった  
同M遠S近S  




















＊  5  ％  
半＊  1 ％  
＊＊＊   0．1 ％  
榊＊  0．01％  
同M遠S近S  同M 遠S 近S  







Ⅱ．分  析 2   
言葉を「頭で理解」することと「体感」することと，自分の感覚が「信頼できる」ことおよび  
「分かる」ことが，「言葉から同M感覚・遠S感覚・近S感覚を喚起させる」上でどのように関  













































＊  5  ％  
＊寧   1 ％  
＊＊＊   0．1％  
榊＊  0．01％  
同M遠S近S  同M遠S近S   
図6 自分の感覚が信頼できる場合   図5 自分の感覚が分かった場合  
－505－  
京都大学大学院教育学研究科紀要 第47号  
（止）近共感覚尺度得点（近S得点）について  







































［］頭で理解 臼体感  
同M 遠S 近S  
図7 自分の感覚が信  
頼できる場合  
図8 自分の感覚が信  図9 頭と体の区別が  
頼できない場合  分かった場合  






































－507－   






















半  5  ％  
＊   1 ％  
＊＊   0．1 ％  
棉書  0．01タ‘  
固M達S近S  
図11頑では理解できた場合   
固M遠S近S  






















－508－   
大谷：ことばの理解と身体感覚  
（5）考  察  
以下，3つの点について順に考察する。  
（a）自分の感覚が「信頼できる」ことと「分かること」について   
自分の感覚が「信頼できる」人は，同様相感覚。近共感覚。遠共感覚ともに喚起しやすく，自  
分の感覚が「分か った」人は，同様相感覚◎近共感覚は喚起しやすかったが，遠共感覚について  
は自分の感覚が「よく分からなかった」人と同程度にしか喚起されていなかった。つまり，自分  
の感覚が「信頼できる」人は，遠共感覚を鮮明に喚起しやすく，自分の感覚が「分かる」かどう  
かは，遠共感覚の喚起に影響しないという結果であった。これは何を意味するのだろうか。   
遠共感覚的な表現とは，「黄色い感触」「しずかなにおい」等のような，（楠見の研究によれば）  
結びっけにくい異モダリティーに属する言葉の組み合わされたものである。詩的な表現とでもい  

























ー509－   
京都大学大学院教育学研究科紀要 第47号  
（b）自分の感覚が「信頼できる」ことと，「体感」することとの関連について   
同様相感覚と近共感覚の喚起のされ方に違いがみられた。   
同様相感覚は，自分の感覚が「信頼できない」場合に，「頭で理解」した人よりも「体感」でき  
た人の方が喚起されやすく，近共感覚は，自分の感覚が「信頼できる」場合に，「頭で理解」した  































自覚的・能動的に言葉から体へと降下できないことだと考えられる。   
近共感覚的表現・遠共感覚的表現とは，「やわらかい一味」「黄色い－感触」のような，言葉  
－510－   

































る○ しかし，言葉にできることをまず研究対象にすることから道が開坑 そこからどれだけ感覚  
に近づけるかが大切だと思われる。   
本論は，共感覚という限られた領域に関するものであったが，今後はさらに比喩的表現や身体  
に関する表現などについても考えていきたい。  
－511－   
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